
「みどりの食料システム戦略」について（国）

令和４年１１月１７日
第１回「宮城県みどりの食料システム戦略推進ビジョン」に関する懇話会

資料２



１ 概要

1

我が国の食料・農林水産業が直面する持続可能性への課題とともに、持続可能な食料システムの構築に向
け「２０５０年までに目指す姿」「具体的な取組」「技術の研究開発・実用化・社会実装に向けた工程
表」等が示された

出典：農林水産省「みどりの食料システム戦略」



２ 食料・農林水産業が直面する持続可能性への課題

2

生産者の減少・高齢化や気候変動、地球環境問題、SDGｓへの対応の観点から我が国の食料・農林水産業が直
面する持続可能性の課題や持続的な食料システムの構築の必要性について示された

出典：農林水産省「みどりの食料システム戦略の実現に向けて」



３ みどり戦略が２０５０年までに目指す姿と取組方向

3

持続可能な食料システムの構築に向け「温室効果ガス削減」「農林水産業」「食品産業」
の観点から、２０５０年までに目指す姿が示された

出典：農林水産省「みどりの食料システム戦略」



４ みどり戦略における２０３０年中間目標

4
２０５０年の目指す姿の実現に向けて、中間目標としてKPI２０３０年目標が示された

出典：農林水産省「みどりの食料システム戦略の実現に向けて」



５ ２０５０年の目指す姿に向けた具体的な取組

5

みどり戦略の目指す姿に向けて、労力軽減・生産性向上、地域資源の最大活用、脱炭素化（温暖化防
止）、化学農薬・化学肥料の使用量低減、生物多様性の保全・再生の観点から、調達、生産、加工・流
通、消費のサプライチェーンの各段階における取組が示された

出典：農林水産省「みどりの食料システム戦略」



６ 各目標の達成に向けた技術の取組・社会実装に向けた工程表

6
各目標の達成に向けた年次ごとの具体的技術の取組や社会実装を見据えた工程表が示された

出典：農林水産省「みどりの食料システム戦略」

①持続可能な資材やエネルギーの調達

【定義】○研究開発：技術の研究～開発段階　○実証：普及に向けた調整段階　○社会実装：社会に広く普及する段階

炭素循環社会に貢献するセルロースナノファイバー関連技術開発 温室効果ガス削減

魚粉代替原料の開発
水産資源の適切管理

飼料の国産化

養殖魚種の人工種苗生産技術の開発 水産資源の適切管理

木質バイオマスから各種化学品原料の一貫製造プロセスの開発 温室効果ガス削減

バイオマス発電、営農型太陽光発電等により得られた電気・熱の農業

経営等への活用や、バイオガス発電の副産物である消化液の液肥利用

温室効果ガス削減

肥料原料の国産化

改質リグニン、セルロースナノファイバー（CNF）等を利用した高機能材

料の開発（軽量・高強度・高断熱等）
温室効果ガス削減

タイムライン
技術・取組の内容 貢献する分野

営農型太陽光発電、バイオマス・小水力発電等による地産地消型エネ

ルギーマネジメントシステムの構築
温室効果ガス削減
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（参考）みどりの食料システム法における国が講ずべき施策

7

食料システム関係者だけでは解決し得ない課題に対処するため、特に国が構ずべき施策の
方向性が明確化された

出典：農林水産省「みどりの食料システム戦略の実現に向けて」


